熊本県私立幼稚園PTA連合会　第１６回 スポーツ大会

ビーチボールバレー　ルール（令和元年度版）
本ゲームは、各チームがビーチバレーを自陣コートの床面に落とさないようにし、3回のプレーで相手側コートに返すのが基本として、ネット越しにお互いが打ち合うゲームです。詳細な規定については次のように定めます。

1. コート・ネット・ボール
1 コートはバトミントンコートを準用、区画線は4㎝の白線 (会場によっては線の色が異なる場合も有)
2 ネットはバトミントンネットを準用、ネットの頂上線は水平で、コート面から155㎝の高さとする。

3 ボールはビニール製ビーチボールを使用し直径35㎝を使用する。

2. ルール
1 競技登録者の人数は１０名で、その中で競技者の人数は５名、競技登録者の中に男性２名を含むことが出来る。但し、男性競技者は１名以下とする。

2 審判員は、主審(審判台)・副審・線審２名・得点員の計５名以上で行う。

3 試合方式は予選を４～５チームのリーグ方式で行い、決勝は、それぞれのパートの同順位同士でのトーナメント方式とする。
4 得点およびゲームの勝敗は、予選リーグが1セット１５分の時間制で得点の多い方が勝者とし、同点の場合は引き分けとする。勝率が同じ場合はトータル得点数の多い方を高順位とする。決勝トーナメントは1セット２１点先取した方が勝者とする。決勝でのデュースは適用しない。

3. 競技の進め方
1 両チームの代表またはキャプテンによるじゃんけんで、勝ったチームがコートの選択権とサービス権の選択が出来る。またサービス権を得たチームのボールを最初の試合球と決定しボールの提出を行う。何らかの都合でボールの提出が出来ない場合は、相手チームのボールを使用する。
2 サービス時の両チームの各プレーヤーの位置は図1の通り
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3 サーブ権を得たチームは、図１のように時計回りに一つずつ移動(ローテーション)する。

4 サービスはコートの中央部で、中央線から後方３Ｍに位置する。そして、図１内の④に位置する者がアンダーサービスで行い、その回数は１回とする。失敗したら相手に得点を与え、サーブ権は移動する。姿勢は特に規定しないがサーブラインがある場合には、片足のみ踏んでいればよいこととする。

5 サービスの失敗は次の通り。

· 変化球サーブ並びにボールが極端変化球として明らかなになったとき(主審裁定)
· ボールがネット・ポールに触れたとき

· ボールが直接、コート外へ出たとき

· ボールが相手プレーヤーに触れる前に味方プレーヤーが触れたとき

· サーバーがボールを打つ前に味方チームの各プレーヤーのポジションに極端　　

な変化が見られたとき

· サーバーの順序の誤りがあったとき

· 主審のプレー開始の合図前にサーブを行ったとき

6 プレーについては、ボールを必ず異なる３人の手を経て相手コートに返すこと。１回または２回で返した場合および同一プレーヤーがボールに２回触れた場合は反則とし、相手に得点を与え、サーブ権は移動する。但し３回目にボールがネットに触れて帰ってきたときには、プレーヤーの誰を問わず、あと１回プレーが許される。

7 アタックについては、ジャンプの有無とボールに触る前後に関わらず、両足共にアタックラインとその延長線上を超えたり踏んだりしてはならない。男性のアタックは全面禁止する。反則が認められたら、相手に得点を与え、サーブ権は移動する。また、アタックに近い行為と見なされるプレーがあった場合には審判の裁定で警告もありうる。警告が無視されて同じプレーが繰り返される場合には反則を認め相手に得点を与え、サーブ権は移動する。
8 インプレー中に最後に触れたプレーヤーのボールがネット下を通過したり、ネット支柱、その他のコート設備、審判に触れたときには相手に得点を与え、サーブ権は移動する。

9 タッチネット、オーバーネット、ホールディング等は９人制バレーボールのルールを準用する。

10 アウトオブバウンズに関して、ボールのアウト・インはボールの接地面を基準とする。

11 コートチェンジは予選リーグ及び決勝トーナメントにおいても実施しない。
12 試合中のタイムアウトは設けない。

13 プレーヤーの交代については、主審の許可を得て行い、規定については特に制限をしない。

14 時間制を用いる予選リーグにおいてインプレー中にゲーム終了の合図（ホイッスル）が示されたときには、プレーは得点が決するまで続行するものとする。

4. その他

1 審判については、組合せ表（監督者会議時に配布）の通りです。チームごとに責任をもって実施して下さい。

2 試合の進行(開始・終了)については、予選リーグ時は大会本部から放送を行い指示する。決勝トーナメント時は各コートの各チームの代表同士の指示によって実施して下さい。

3 試合結果（勝敗・点数）については、各コートの各チーム代表の方が試合終了後１試合ごとに本部に報告を行って下さい。

4 保険未加入のチームおよび選手の傷害については、大会事務局の責任は負いかねます。

5. 通達事項

以上のように、ルール・試合の進め方について決定致しておりますが、本規定を厳密に行使するのは、やや困難が予想されます。

また、本大会は、スポーツの大会ではありますが、交流や親睦を第一の目的としたレクリェーションの大会として開催するものです。試合ごとに開始前、試合中に関わらず、審判と両チーム合意の基であれば幾分かのルールの緩和策を用いても大会本部として干渉は致しません。本部としては、スポーツを通じ皆さまが楽しい時間をお過ごしいただき、交流していただくことを重んじていますので、そのようにご理解下さいますようお願い致します。

また、表彰については皆さん方に更に楽しんでいただけるように、また、事業に取り組む意識を高め次回の大会の糧と成す為に設けられたものとご理解下さいますようお願い致します。

そのような意味において、各チームからお越しの協力スタッフの皆さま方へクレーム等の意見がございますと大変失礼に当たりますので何卒ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

また、同じく審判の裁定に対し不服申し立てはお控えいただきますよう重ねてお願い申し上げます。尚、ルール等についてトラブル等が発生した場合には、当該するコートの審判の協議によって解決を図っていただきますようお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会本部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

